
い 
横
浜
ゴ
ム
新
入
・
幹
部
研
修 

 

四
月
三
日
、
横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場
新
規

採
用
社
員
十
二
名
と
幹
部
社
員
、
総
勢
二

十
八
名
の
研
修
が
四
谷
の
千
枚
田
で
行

わ
れ
た
。
こ
の
研
修
は
今
年
で
九
回
目
に 

な
る
。
顧
み
れ
ば
、
桜
満
開
で
吹
雪
に
沖

縄
県
出
身
の
新
入
社
員
は
ビ
ッ
ク
リ
。
雨

降
り
が
二
回
な
ど
、
天
候
も
人
生
も
快
晴

ば
か
り
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
経
験
も
研

修
の
一
環
だ
と
諭
す
。 

 

社
員
一
行
は
鳳
来
総
合
支
所
地
域
整

備
課
安
形
課
長
の
歓
迎
の
挨
拶
に
始
ま

り
、
標
高
差
二
百
㍍
に
広
が
る
千
枚
田
の

保
全
継
承
の
厳
し
さ
や
千
枚
田
を
中
核

に
し
た
「
む
ら
づ
く
り
」
等
々
を
交
え
た

(

舜)

の
説
明
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
た
。
特

に
横
浜
ゴ
ム

新
城
工
場
は

環
境
を
重
視

し
た
会
社
で

あ
り
、
千
枚
田

に
お
い
て
も

過
去
三
年
間
生
物
多
様
性
調
査
と
題
し

て
河
川
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
、

昨
年
に
は
千
枚
田
二
か
所
に
ビ
オ
ト
ー

プ
を
造
成
、
生
物
の
再
生
を
試
み
る
な
ど
、

地
域
貢
献
に
尽
く
し
て
い
る
。
写
真
① 

 

他
に
、
山
津
波
で
十
一
人
の
尊
い
犠
牲

者
が
で
た
が
、
近
隣
の
人
々
の
協
力
に
よ

り
僅
か
五
年
ほ
ど
で
復
田
し
た
話
や
地

滑
り
な
ど
で
一
集
落
集
団
移
転
し
た
話

な
ど
盛
り
込
ん
で
ふ
れ
あ
い
広
場
に
到

達
し
た
。 

 

例
年
は
、
ふ
れ
あ
い
広
場
の
環
境
整
備

(

清
掃
活
動)

を
お
願
い
し
て
い
た
が
、
こ

の
十
二
日
に
開
か
れ
る
「
奥
三
河
パ
ワ
ー

ト
レ
イ
ル
」
の
コ
ー
ス
に
な
る
市
道
の
清

掃
活
動
を
お
願
い
し
た
。
写
真
② 

 

 

雨
天
の
た
め
、
会
場
を
身
平
橋
集
会
場

に
移
し
、
駆
け
つ
け
て
頂
い
た
穂
積
新
城

市
長
か
ら
社
会
人
の
第
一
歩
を
踏
み
出

す
新
人
研
修
を
風
光
明
美
な
千
枚
田
で

行
わ
れ
た
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
と
と

も
に
、
こ
の
地
を
第
二
の
ふ
る
さ
と
と
思

い
、
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
と
激
励
の
言
葉

を
贈
ら
れ
た
。
写
真
③ 

小
林
工
場
長
は

研
修
を
お
引
受
け
し
て
い
た
だ
い
た
保

存
会
や
行
政
に
対
し
、
お
礼
の
言
葉
と
、

新
入
社
員
に
は
一
日
も
早
く
仕
事
に
慣

れ
、
立
派
な
社
員
に
な
る
よ
う
、
激
を
飛

ば
し
た
。
新
城
設
楽
農
水
事
務
所
建
設
課

河
合
課
長
補
佐
か
ら
「
ふ
る
さ
と
水
と
土

ふ
れ
あ
い
事
業
」
に
お
い
て
千
枚
田
の
農

道
や
ふ
れ
あ
い
広
場
の
整
備
に
つ
い
て

報
告
が
あ
っ
た
。 

 

昼
食
は
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
が
支
度

し
た
シ
シ
汁
と
味
ご
飯
を
「
お
代
わ
り
自

由
」
で
振
る
舞
っ
た
。
写
真
④ 

 

交
流
会
は
新
入
社
員
か
ら
出
身
地
、
将

来
像
な
ど
の
自
己
紹
介
が
あ
っ
た
。
印
象

深
か
っ
た
の
は
「
親
に
帰
っ
て
来
る
な
と

言
わ
れ
た
。
新
城
に
骨
を
埋
め
る
覚
悟
だ
」

と
、
気
骨
あ
る
九
州
男
児
の
発
言
に
思
わ

ず
拍
手
。
写
真
⑤ 

 

交
流
会
も
和
や
か
に
終
了
、
雨
合
羽
を

再
度
着
用
、
千
枚
田
入
口
付
近
の
県
道
の

清
掃
活
動
を
率
先
し
て
実
施
し
て
頂
い

た
。
研
修
終
了
に
あ
た
り
、
何
か
と
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
藤
沢
さ
ん
か
ら
地
元

保
存
会
の
協
力
に
感
謝
の
言
葉
と
一
大

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ル
コ

ー
ス(

沿
道)

の
清
掃
を
環
境
活
動
の
一

環
と
し
て
大
会
日
ま
で
に
是
非
、
実
施
さ

せ
て
頂
き
た
い
。
と
有
り
難
い
お
言
葉
が

あ
っ
た
。
保
存
会
高
橋
副
会
長
か
ら
千
枚

田
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
お

礼
と
激
励
の
言
葉
で
〆
を
行
い
、
バ
ス
で

帰
路
に
つ
く
若
者
に
「
頑
張
り
ん
よ
～
」

と
全
員
で
手
を
振
っ
て
見
送
っ
た
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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⑤  

③  

④  

②  

①  



 
美
の
里
づ
く
り
受
賞 

 
(

一
財)

農
村
開
発
企
画
委
員
会
主
催
、

農
林
水
産
省
後
援
～
次
世
代
に
つ
な
ぎ

ま
す 
美
し
い
農
村
景
観
～
の
募
集
に

【
先
祖
の
遺
産 

四
谷
の
千
枚
田
を
地

域
の
宝
と
し
た
む
ら
づ
く
り
】
と
題
し
て

応
募
し
た
結
果
「
美
の
里
づ
く
り
審
査
会

特
別
賞
」
を
受
賞
、
表
彰
式
に
は
財
源
不

足
で
恥
ず
か
し
な
が
ら
欠
席
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。(

既
報) 

 

郵
送
さ
れ
た
賞
状
は
横
浜
ゴ
ム
社
員

研
修
交
流
会
に
お
い
て
、
保
存
会
、
行
政

の
皆
さ
ん
の
前
で
穂
積
市
長
さ
ん
に
受

賞
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、

翌
日
の
連
谷
お
花
見
会
の
席
上
で
も
地

域
の
皆
さ
ん
に
受
賞
披
露
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。 

                 

連
谷
地
区
お
花
見
会 

 

四
月
四
日
、
連
谷
ふ
れ
あ
い
交
流
館
に

於
い
て
、
恒
例
の
お
花
見
会(

参
加
者
四

十
名)

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。 

                        

卒
業
証
書
授
与
式 

三
月
二
十
日 

 

本
年
度
の
卒
業
生
は
二
人
で
、
真
新
し

い
セ
ー
ラ
ー
服
を
着
て
岡
山
校
長
先
生

か
ら
立
派
な
態
度
で
卒
業
証
書
を
授
与

し
ま
し
た
。
送
る
二
人
も
素
晴
ら
し
く
、

ま
た
、
地
域
の
住
民
、
約
五
十
名
も
門
出

を
温
か
く
見
送
り
ま
し
た
。 

入
学
式 

 

四
月
六
日
、
平
成
二
十
七
年
度
入
学
式

を
挙
行
し
ま
し
た
。 

 

本
校
に
と
っ
て
最
後
の
入
学
式
で
あ

り
、
最
後
の
新
入
生
一
名
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

一
年
生
、
三
年
生
、
六
年
生
が
各
一
名

ず
つ
、
全
校
児
童
三
名
と
な
り
ま
し
た
。。 

 

奥
三
河
パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ル 

 

四
月
十
二
日
、
ス
タ
ー
ト
の
茶
臼
山
高

原
か
ら
ゴ
ー
ル
の
湯
谷
温
泉
を
目
指
す

六
十
三
㎞
、
累
積
標
高
四
千
㍍
、
制
限
時

間
十
二
時
間
の
本
格
的
ミ
ド
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
の
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会

が
開
か
れ
た
。 

                   

参
加
選
手
七
百
五
十
名
は
茶
臼
山
を

早
朝
七
時
ス
タ
ー
ト
、
四
十
五
キ
ロ
地
点

の
千
枚
田
に
は
一
位
の
選
手
が
十
一
時

三
十
分
に
は
到
着
。
補
給
食
も
そ
こ
そ
こ

に
次
の
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
棚
山
へ

と
走
り
去
っ
て
行
っ
た
。
十
位
く
ら
い
か

ら
の
選
手
は
拍
手
で
迎
え
る
地
元
住
民

に
も
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
で
答
え[

シ
シ
汁
、

棚
田
米(

ミ
ネ
ア
サ
ヒ)]

に
美
味
し
い
と

感
謝
の
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
た
。 

 

千
枚
田
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
「
シ

シ
汁
と
美
味
し
い
お
に
ぎ
り
」
、
ま
た
棚

田
の
風
景
が
素
晴
ら
し
い
と
お
互
い
に

フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
知
り
、
何
と
し

て
も
千
枚
田
に
辿
り
つ
く
こ
と
を
目
標

に
約
七
百
名
が
到
着
し
た
。
お
か
げ
で
ス

タ
ッ
フ
も
含
め
、
八
百
食
の
お
に
ぎ
り
も

シ
シ
汁
を
最
後
の
数
人
に
は
行
き
渡
ら

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
対
応
は
保
存
会
が

母
体
と
な
り
連
谷
お
助
け
隊
、
棚
田
っ
娘
、

地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
協
力

の
も
と
に
な
ん
と
か
無
事
に
達
成
さ
れ

た
こ
と
を
感
謝
す
る
も
の
の
、
支
度
を
含

め
二
日
間
の
手
間
を
取
ら
し
て
し
ま
っ

た
連
谷
お
助
け
隊
、
棚
田
っ
娘
、
保
存
会

の
皆
さ
ん
の
ご
苦
労
を
労
う
場
を
作
る

事
が
出
来
ず
、
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。 

    

行 
 

平
成
二
十
七
年
四
月
十
五
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